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高齢婦人の履物実態分析(第2 報

　　　一一ビデオカメラによる路上観察一

兵庫県生活科学研　　○柴田祥江　　桜井啓吉

目白勺　高齢婦人の履物実態分析―写真撮影による路上観察－の調査にひき続いて、本

調査ではビデオカメラを用いて路上観察を実施、高齢婦人か外出時にどのような履物を着

用しているのか実mm査を行うとともに、高齢婦人の歩行の状態についても分析した．

ブ^ t去一　路上における高齢婦人の歩行時の状態を前報と同じ寺院2ケ所、及び市場2ケ

所で、１～２月、７～８月の２回、ピ・デオカメラで撮影し、日時毎に50人ずつ鮮明な画像

を選び、ア. 履物の種類　イ．かかとの高さ　ウ.履物の色　エ．かざり　オ．履物のフ

ィット性　カ. 着用の状態　キ．服装　ケ．足首の傾き　コ．脚の状態（○脚、X脚）

サ、歩行補助具　のli項目について解析を行った．併せて歩行動作についても分析した．

糸吉丿艮　ア．～エ．の結果は既報と同傾向であったが、今回の調査では、ちょうど良い

と思われる履物は靴の着用者でT>1％、つっかけ着用者で11％であった．靴の着用者では足

より大きい履物をはいている人が多く、つっかけ着用者では小さいものを着用している人

が極めて多かった．（76％)足首か内反している人がii.3％、ぞうりの着用者ではso％も

あったｰ．これは加齢とともに多くなることによる．脚の状態では、50％が○ilであった．

　歩行動作については、速度が遅く、歩幅が短い、両脚支持期が長く、すり足歩行に近い

高齢者特有の傾nか見られた．

　観察結果からみると、高齢婦人の足もとは予期した以上に危険性か高く、高齢者の転倒

事故の実態、安全な履物の条件を明らかにすることか今後の課題である．

　1)柴田、桜井；第10回日本家政学会関西支部研究発表会要旨集
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ニフ 5f ーム・デザインの考え方

　目的　日本の企業活動において昨今、C I 活動の一環としてユニフ3f ームが注目されて

いる。あらゆる業種において商品の差別化が難しくなってきた企業競争の厳しい背景の中

でユニフォームを用いてどのようなイメージ戦略が取られているのだろうか。また。組織

の活性化や個･人の能力の尊重などどのように考えられているのだろうか。これら現状を把

握しながら今後のデザインの方向性や問題点について考察する。

　方法　大手製造業社を中心に13社を対象に'8 5年質間紙による調査を実施した。また, '85

年以降展示会ユニフォ-ムについて。さらに'8 8年~'89年に外資系企業のユニフォームの採

用実態と女性管理職を対象にユニフォ-ム着用に関する意見などの調査を加えて実施した。

　結果　ユニ･7 ォ-ムは職場集団内外に企業のアイデンティティーを伝達する有効な手段

として意図的に用いられるようになってきた。有名デザイナーの登用や。スポーツチーム

など広範囲におよぷユニフォ-ムの企画といった多様なイメージ戦略がみられる。従来か

らの女子社員のみの事務服や実用本意の作業着といった概念では、現状の企業活動に即さ

ず。経営方針に基づき変更され、多様化した考えが出てきている。社員と協議の基に作成

する過程を取るところが多く。作成段階から社内にＣＩの認識や仲間意識を高める手段と

して用いられている。一方。専門職Iや女性管理職への対応など職制差の扱いは。男女すべ

て社員平等。社章のみといった融通性をもたせる配慮など各社様々で、企業独白の体制や

考え方が反映されていた。外資系企業の場合ユニフォーム採用はほとんどみられず、服装

は個性尊重の価値観七強く結びついており。国際的な視野が今後の問題と考えられた。


